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議員定数に係る市民との意見交換会 

各グループからの報告 

 

◆ 10月 9日（日）【野沢会館】Ａグループからの報告 

 

・減らしてもせいぜい１名。 

・現状維持という方の中で、減らしても１名。 

・現状維持の方の意見は、市民の声を反映するためには多い方が良い。 

・市民の代表者として適正な人数が大事。 

・様々な区の役員とか市の民生委員の方々と連携を取りながら活動して欲

しい。 

・仕事量、人数とのバランスが必要で、１名増でも良い。 

・総額を見ての意見として、総額の中で、現状維持で良い。 

・総額が多すぎるというのであれば減らした方がいい。 

・議員の活動が見えないことが問題。 

・結論から言うと増す方が１人、現状維持が３人、全体の総額を見て財政

の中でという方が1人。 

 

 

◆ 10月 9日（日）【野沢会館】Ｂグループからの報告 

・定数が合併前は７２名、平成１７は３４名、今は２６名、定数削減で  

議会機能が損なわれたら困る。 

・人口１０万人ほどの市では平均は２１．６名の定員である。 

・富田林市、河内長野市は１８名である。 

・佐久市は面積が大きく簡単に比較ができないのではないか。 

・今の報酬で議員活動ができるのか、議員が活動しやすい条件を考えると

他市との比較はできない。 

・議員としての活動だけでは、生活できない。 

・一般に国民の収入が減少しているときに議員だけ報酬をあげるのか。 

・生活のために議員をやっているというのはおかしい。 
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・議会は市民の話をよく聞く、そして佐久市全体のことを考えて動いても

らいたい。 

・議会として1年間何をやってきたのか報告が欲しい。 

・議会で市の何が変わったのかを表現しないと見える化しない。 

・定数と報酬というのは別の話である。 

・多様性が大切な時代、多様な地域を代表する多様な議員に出てもらいた

い。 

・議員の活動など、見える化が十分出来ていない。 

・定数の２２名と言うのが１人。２４名が４人。２５名が２人。現状維持

が３人となりました。 

 

 

◆ 10月 18日（火）【市民創錬センター】Ａグループからの報告 

・議員の見える化に関して、仕事が見えない。 

・仕事が見える議員もいるが、全体的には議員の仕事が見えない。 

・議員定数に関しては、今回の選挙が無投票で、これは非常に良くない、 

定数を減らすべきである。 

・中身が大切で、ただ減らすのは良くない。 

・バランスのことも考えて、議員定数を検討していていただきたい。 

・議員定数については、２０名が２人、２２名が２人、２３名が１人、２４

名が３人、２６名が1人でした。 

・Ａ班では一番多かったのが２４名の３人でした。 

 

 

◆ 10月 18日（火）【市民創錬センター】Ｂグループからの報告 

・議員定数を減らす必要はない。 

・市民の盛り上がりをどのように調整していくのか。 

・議員の育成制度を作って議員の候補者を出す。 

・仮に女性議員を半分ぐらい出す。 

・人口比で安曇野市や飯田市とも比較しながら人口比で定数を決める。 

・人数が少ないと新人は別だけれど、票が分かれやすくなるので、一定程度

の議員数は必要。 
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・議員定数を増やせばいい。 

・一昨年の議会は、途中で議員が２人辞めて、２４名になったのだから、 

２名減でよい。 

・最終的には、議会で決めるべき。 

・議員定数が多いのか少ないのかわからない。 

・特に仕事をしていれば議員定数にはこだわらない。 

・議会活動が見えない、見える化を。 

・大事なことはアンテナを張って、議会を副業でやっている人もいれば専業

でやっている人もいる。報酬を上げて専業の人を増やすことも必要では

ないか。 

・最終的には、議員間でしっかり議論して決めて欲しい。 

 

 

◆ 10月 18日（火）【市民創錬センター】Ｃグループからの報告 

・現状維持の意見として、市民の声を反映する、チェックをすることが大切

な議員の仕事である。 

・忙しい議員もいる、間近で見ているので、減らしたら手が回らなくなるの

ではないか心配。 

・働いていない議員がいるのであれば、選んだ人が働かせるべきだ。 

・議員定数は、報酬の議論とは別。 

・増やすという意見として、世の中が複雑になったなかで、勉強することが

増えている、手が足りているのかがわからない。 

・減らすという意見として、全体の報酬とのバランスで減らした方が良い。 

・他市町村との比較を。 

・前回無投票だったので、無投票を避けるために減らした方が良い。 

・見える化の課題もあって、議員活動が全体的に見えづらい。 

・ＳＮＳやインターネットだけではなくて、色々工夫した媒体で見える化の

努力をして欲しい。 

・現状維持が４人、増やすが２人、減らす３人。 

・議員を含めると現状維持が７人、増やすが２人、減らすが５人。 

 


